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研究成果の概要（和文）：長時間透析患者における身体機能 (握力、等尺性膝伸展筋力、Short Physical 
Performance Battery)、身体活動量 (平均歩数、透析日歩数、非透析日歩数)および生きがい・希望の程度 
(health related-HOPE)の実態を明らかにすることを目的とした。その結果、いずれの指標においても先行研究
において報告された従来血液透析患者の数値と比し、概ね同程度であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：We investigated physical function, physical activity and sense of purpose in
 patients on extended-hours hemodialysis. The results were generally comparable to those of 
conventional hemodialysis patients reported in the past, contradicting the commonly held belief that
 extended-hours hemodialysis patients have lower physical function, physical activity and sense of 
purpose compared to conventional hemodialysis patients. 

研究分野： リハビリテーション学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
長時間透析を受けている末期腎不全患者の身体機能・身体活動量および生きがい感・希望の尺度である
health-related HOPEの実態を明示した。その結果、過去に報告された従来透析患者の数値と概ね同程度であ
り、長時間透析の実施が従来透析に比べ、身体機能や身体活動量、生きがい感や希望の程度の悪化を招くとする
通説に反するものであった。この結果は、患者が透析形態を検討する際の意思決定の一助になると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 

近年、長時間血液透析(以下、長時間透析)という治療法が注目されている。従来血液透析
(従来透析)では１回あたり 4 時間程度実施することが一般的である。一方、長時間透析は１
回あたり 6-8 時間程度の時間をかけ実施される。従来透析に比べ治療時間が長いため、一見
患者への負担は大きいように思われるが、より緩徐な水分除去と十分な尿毒素除去が可能
となるため、透析実施中の低血圧は起こりにくく、終了後の疲労感は少なくなるとされてい
る。また、食事制限を大幅に緩和できるという特徴もある。さらに、長時間透析では従来透
析に比べ、生活の質が保たれることや、生命予後が良好であることが報告されている。 
その一方で、長時間透析を受ける患者は、従来透析を受ける患者に比べおよそ倍の治療時

間を要するため、臥床時間が長くなり身体活動量が低下し、結果的に身体機能低下を生じや
すいのではないか、という通説がある。しかし、これを明らかにした研究は未だなく、むし
ろ長時間透析を受けている患者は、治療時間以外の身体活動量は多く、長期的に身体機能が
良好に保たれている印象を受けている。また、長時間透析患者では、充実した社会生活を送
っている患者が多いことも印象的である。そのため、長時間透析患者の身体機能、身体活動
量および生きがい感・希望の程度を調査し、学術的・定量的に検証する必要があると考えた。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、長時間透析を受けている末期腎不全患者において、身体機能、身体活動
量および生きがい感・希望の程度を横断的に調査し、従来透析患者と比較することで、その
実態を明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 

 我々は、血液透析クリニック２施設に通院中の長時間透析患者を対象に調査を実施した。
患者の基本属性に加え、身体機能として握力、等尺性膝伸展筋力および総合的な下肢機能の
パフォーマンス指標である Short Physical Performance Battery (SPPB)を測定した。また、
身体活動量は 1 週間の総平均歩数および透析日・非透析日の平均歩数を指標とし、身体活動
量計 (Active style Pro HJA350IT, オムロンヘルスケア社製)を用いて測定を行った。さら
に、生きがい感を含む健康に関連した「希望」の尺度である health-related HOPE  (HR-
HOPE )を調査した。 
なお、血液透析クリニック２施設中、１施設(施設 A)は神奈川県横浜市に、もう１施設(施

設 B)は茨城県日立市に位置しており、２都市間の社会インフラや人口密度、高齢化率等の
違いから、施設間で患者属性に差異を生じる可能性があった。そのため、全対象者の測定デ
ータに加え、施設毎の結果についても併せて検討した。 

 
４．研究成果 

 最終解析対象者は長時間透析施行患者 101 名 (平均年齢 67.4±11.1 歳、男性 65.4%)であ
り、施設毎の対象者数は施設 A、Bの順に 45 名 (平均年齢 65.5±11.5 歳、男性 71.1%)、56
名 (平均年齢 68.9±10.7 歳、男性 60.7%)であった。 
  身体機能、身体活動量および生きがい感・希望の結果を表 1 に示す。まず身体機能とし
て、全対象者の握力 25.9±8.7kg、等尺性膝伸展筋力体重比 0.44±0.20kgf/kg、
SPPB10.5±2.2 点であった。なお、本邦の従来透析患者 670 名(平均年齢 69.6±10.0 歳、男
性 56.4%)を対象に身体機能の平均値を示した先行研究(原ら,理学療法学,2020)において、
握力平均値は24.2±8.6kg、等尺性膝伸展筋力体重比は0.43±0.18kgf/kg、SPPB は9.3±3.0
と報告されており、本研究で測定された長時間透析患者の身体機能のうち握力、等尺性膝伸
展筋力体重比は概ね従来透析患者と同程度、SPPB はやや高値を示した。 

   また身体活動量測定の結果として、全対象者の総平均歩数、透析日平均歩数、非透析日平
均歩数の順に、3055±2150 歩、2093±1897 歩、3814±2821 歩であった。本邦従来透析患者
282 名(64.8±10.6 歳、男性 54.6%)を対象に身体活動量を測定した先行研究 (Matsuzawa R, 
et al. J Ren Nutr, 2018)においては、１週間の総平均歩数、透析日平均歩数、非透析日平
均歩数の順に 3920±2797 歩、3099±4337 歩、4337±3160 歩であり、本研究で測定された長
時間透析患者の歩数は、従来透析患者の平均値よりも低値を示す結果となった。しかし、本
研究対象者のうち、都市部の施設である施設 A の患者のみを対象とした際には、総平均歩
数、透析日平均歩数、非透析日平均歩数いずれにおいても、先行研究の従来透析患者と概ね
同程度の値であった。 

   本研究における全対象者の HR-HOPE の得点は 65.5±20.2 点であった。本邦従来透析患者
159 名 (平均年齢 64.3±14.0、男性 67.9%)の HR-HOPE を検証した先行研究 (Kurita N, et 
al. J Nutr Health Aging, 2021)においては、HR-HOPE の平均得点は 57.1±19.3 点であり、
本研究における長時間透析患者の HR-HOPE は従来透析と比し同等からやや高い程度の値を
示した。 

 
 



表 1. 長時間透析患者における身体機能、身体活動量および生きがい感・希望の程度 
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